
　

援及び助言を行った。

８

■ 維持　□ 拡大 発

月

達に配慮が必要な子ど

　

もは、年々増加傾向に

１

である。そのため、必

日

要な方が教室に対して

概

、参加できるよう継
事

施

業区分 □ 自治事務 

策

  □ 法定受託  

名

 □ その他
今後の方

子

向性 □ 縮小　□ 改

育

善 続して事業を行いた

て

い。
（改善措置等）□

基

 休止　□ 終了
計画

本

対象 ■ 実施計画査定

目

対象  □ 行政改革

標

対象 
□ 廃止　　　

健

　 

※決算額について

康

は、端数処理により、

で

他資料の決算額と差異

福

が生じている場合もあ

祉

ります。

が充実したまち

要 施策の目的 安心して出産や育児ができる環境と、子も親も地域でともに育つ環境をつくること。

施策の方向 発達や生活などに困りごとのある子どもや家庭への支援

発達に配慮が必要な子どもとその保護者に対して、切れ目のない支援を行うことを目的とし、早期発見、早期療育の観点から学齢期までの相談対応や教室運営を行った
■ 計画どおり   

令和　５年度 。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 引き続き、発達に配慮が必要な子どもとその保護者に対し、相談対応や教室運営を行っていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容

1

コスト（事業費：千円

頁

）

発達支援相談事業 令

令

和　４年度 令和　５年

和

度 令和　５年度 令和　

 

６年度 令和　４年度 令

5

和　５年度 令和　５年

年

度 令和　６年度
活動指

度

標名 単位
実績 計画 実績

　

計画 決算 当初予算 決算

　

当初予算
全体事業概要

事

①
親子教室　開催回数

務

回 179 150 180

事

150
発達や成長に関

業

して配慮が必要な方に

評

切れ目のない支
援を行

価

うことを目的に早期発

表

見・早期療育の観点か

（

ら 46,819 60,

個

471 53,665 7

票

3,093
学齢期まで

）

の相談対応や親子教室

課

を開催する。
②児童発

名

達支援事業所「にこパ

社

ル」では子どもの自立

会

や
社会参加ができるよ

福

うに支援を行う。 令和

祉

　７年度の優先度

③1

部

　□ Ａ　　　 □ 

・

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

福

　 □ Ｄ　

親子教室

祉

を計180回開催した

事

。0歳から就学前まで

務

の未歩行のクラス　年

所

38回　延べ64組の

発

参加。2歳児の子ども

達

■ 計画どおり   

支

令和　５年度 のクラス

援

　年142回　のべ8

課

87組の参加。
□ 遅

作

延         

成

の評価 発達に配慮が必

日

要なこどもと保護者を

令

対象に、親子教室を開

和

催し、より良い発達を

　

促し、その子らしく成

６

長して
□ 進展なし 

年

    
いくための支


